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二
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開
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築
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指
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二
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一
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○
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出
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づ
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可
の
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消
し
（
七
件
）
…
…
…
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…
…
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〇
一
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○
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梨
県
立
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等
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一
部
を
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す
る
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則
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
二

そ
　
の
　
他

○
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
…
…
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…
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…
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…
…
…
二
〇
三

○
県
営
住
宅
等
の
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理
の
代
行
に
つ
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て
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…
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四

正
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○
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二
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三
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三
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第
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百
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六
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中
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
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二
〇
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
富
士
川
南
ア
ル
プ
ス
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
字
村
ノ
内
三
三
六
一
番
の

旧

八
・
四
〜

一
〇
〇
・
〇

一
地
先
か
ら

一
二
・
〇

南
ア
ル
プ
ス
市
東
南
湖
字
村
ノ
内
西
川
左
岸
堤
防

敷
地
先
ま
で

新

八
・
四
〜

一
〇
〇
・
〇

一
七
・
八

山
梨
県
告
示
第
百
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
長
沢
小
淵
沢
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
滝
之
前
二
八
五
二
番

旧

七
・
三
〜

一
三
四
・
二

一
地
先
か
ら

一
八
・
〇

北
杜
市
小
淵
沢
町
上
笹
尾
字
滝
之
前
二
八
九
五
番

一
地
先
ま
で

新

八
・
八
〜

一
三
四
・
二

一
八
・
五

山
梨
県
告
示
第
百
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一
九
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
三
年

三
月
十
七
日

第
二
千
百
二
十
号

木　曜　日



平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

清
里
須
玉
線

北
杜
市
高
根
町
大
字
浅
川
字
前
田
二

二
二
〇
・
〇
平
成
二
十
三

六
〇
五
番
地
の
一
先
か
ら

年
三
月
十
七

北
杜
市
高
根
町
大
字
浅
川
字
前
田
二

日

六
〇
一
番
地
の
二
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
峡
北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

武
田
八
幡
神

韮
崎
市
神
山
町
大
字
鍋
山
字
御
堂
西

五
〇
〇
・
〇
平
成
二
十
三

社
線

一
八
七
番
の
二
地
先
か
ら

年
三
月
十
七

韮
崎
市
神
山
町
大
字
北
宮
地
字
羽
場

日

三
三
六
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

山
梨
市
停
車

山
梨
市
大
字
下
石
森
字
雲
林
六
一
〇

一
三
六
・
〇
平
成
二
十
三

場
線

番
の
五
地
先
か
ら

年
三
月
十
七

山
梨
市
大
字
下
石
森
字
雲
林
五
八
九

日

番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
自
動
車
専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。
そ
の
関

係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
新
環
状
・
西
関
東
道
路
建
設
事
務
所
に
お
い
て
、

こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
四
月
七
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
一
四
〇
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
　
長

指
定
す
る
期
日

（
メ
ー
ト
ル
）

山
梨
市
東
字
下
河
原
七
四
番
の
一
地
先
か
ら

三
七
六
〇
・
〇

平
成
二
十
三
年

山
梨
市
万
力
字
一
丁
田
三
一
一
番
地
先
ま
で

三
月
十
七
日

山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
る
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

種
類

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
〇



県
道

塩
山
勝
沼
線

甲
州
市
大
字
塩
山
上
於
曽
字
浄
土
寺
一
七
一
九
番
の
三
地
先
か
ら

甲
州
市
大
字
塩
山
赤
尾
字
渋
沢
六
一
三
番
の
二
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
告
示
す
る
。
そ
の
関
係
図
書
は
、
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
　
指
定
道
路
の
位
置

笛
吹
市
御
坂
町
成
田
字
永
田
千
四
百
十
六
番
四

三
　
指
定
道
路
の
幅
員

最
大
五
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
　
最
小
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
　
指
定
道
路
の
延
長

二
十
八
・
五
四
メ
ー
ト
ル

公
　
　
　
告

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
六
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
Ｉ
Ｋ
エ
コ

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
沢
五
百
五
十
七
番
地
一

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
井
手
肇

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
二
二
）
第
九
四
七
〇
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
一
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
甲
信
ネ
オ
工
業
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
斐
市
篠
原
二
千
五
百
九
十
六
番
地

３
　
破
産
管
財
人
の
氏
名
　
清
水
毅
　

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
一
九
）
第
九
三
九
号

四
　
処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
管
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事

業
、
ほ
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
塗
装
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設

業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
二
月
三
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
十
四
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
甲
南
緑
化
株
式
会
社

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
高
室
町
七
百
二
十
一
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
岩
田
め
ぐ
み

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
一
八
）
第
六
一
五
七
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
業
、
塗
装
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
二
月
八
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止
し

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
一



た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'
建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
稲
葉
興
業

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
上
石
田
二
丁
目
十
六
番
十
四
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
稲
葉
剛

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
二
〇
）
第
九
二
九
七
号

四
　
処
分
の
内
容
　
と
び
・
土
工
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
六
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
株
式
会
社
ま
る
い
工
務
店

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
小
笠
原
千
六
百
五
十
四
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
飯
久
保
貴

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
一
九
）
第
六
五
六
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
管
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
株
式
会
社
プ
レ
ジ
ァ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
高
畑
一
丁
目
二
番
五
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
石
原
伸
治

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
―
一
八
）
第
八
一
三
一
号

四
　
処
分
の
内
容
　
電
気
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
一
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

'

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
　
株
式
会
社
か
え
で

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
富
士
吉
田
市
大
明
見
千
二
百
六
十
八
番
地

３
　
破
産
管
財
人
の
氏
名
　
深
澤
勲

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
特
―
一
八
）
第
八
五
九
四
号

四
　
処
分
の
内
容
　
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
及
び
内
装
仕
上

工
事
業
に
係
る
特
定
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
　
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
二
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
二



平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
渡
　
　
邉
　
　
　
　
　
努

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
立
高
等
学
校
学
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
山
梨
県
立
山
梨
園
芸
高
等
学
校
の
項
中
「
中
川
一
、
四
〇
〇
番
地
」
を
「
市
部
三
番
地
」
に
改

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ
　
の
　
他

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規
程
第
三
号

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者

山
梨
県
農
政
部
長
　
　
松
　
　
村
　
　
孝
　
　
典

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
（
平
成
二
十
年
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
者
規

程
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
監
理
運
営
」
を
「
管
理
運
営
」
に
改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
九
条
関
係
）

一
　
養
成
科

分
野

科
目

区
分

時
間
数

果
樹
学

園
芸
学
科

科

第
一
学

第
二
学

野
菜
専

花
き
専

年

年

攻
コ
ー

攻
コ
ー

ス

ス

単
位
数

単
位
数

単
位
数

教
養

英
語

講
義

一
五

一

一

一

体
育

実
習

三
〇

三
〇

二

二

二

化
学
Ⅰ

講
義

三
〇

二

二

二

化
学
Ⅱ

講
義

三
〇

二

二

二

生
物

講
義

一
五

一

一

一

数
学

演
習

三
〇

三
〇

二

二

二

社
会
学

講
義

一
五

一
五

二

二

二

文
章
表
現

講
義

一
五

一

一

一

生
　
共

植
物
生
理

講
義

一
五

一

一

一

産
　
通

病
害
虫

講
義

一
五

一

一

一

技
　
専

病
害
虫
防
除

講
義

三
〇

二

二

二

術
　
門

土
壌
肥
料

講
義

一
五

一

一

一

土
壌
肥
料
実
験

実
験

三
〇

一

一

一

生
物
工
学
実
験

実
験

三
〇

一

一

一

環
境
保
全
型
農
業

講
義

一
五

一

一

一

農
業
気
象

講
義

一
五

一

一

一

農
業
機
械

講
義

一
五

一

一

一

農
業
機
械
実
習

実
習

一
二
〇

四

四

四

施
設
園
芸

講
義

一
五

一

一

一

作
物
栽
培

講
義

一
五

一

一

一

農
産
物
加
工

講
義

一
五

一

一

一

農
業
施
策

講
義

一
五

一

一

一

農
業
法
規

講
義

一
五

一

一

一

国
際
農
業
と
食
料

講
義

一
五

一

一

一

共
通
実
習

実
習

三
六
〇

一
二

一
二

一
二

果

果
樹
栽
培

講
義

三
〇

三
〇

四

樹

専
門
実
習

実
習

二
四
〇

二
一
〇

一
五

野

野
菜
栽
培

講
義

三
〇

三
〇

四

菜

専
門
実
習

実
習

二
四
〇

二
一
〇

一
五

花

花
き
栽
培

講
義

三
〇

三
〇

四

き

専
門
実
習

実
習

二
四
〇

二
一
〇

一
五

経
営
管

農
業
経
営

講
義

一
五

一

一

一

理

農
産
物
流
通

講
義

一
五

一

一

一

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
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成
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十
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年
三
月
十
七
日
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〇
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簿
記

演
習

三
〇

三
〇

二

二

二

情
報
処
理
論

演
習

三
〇

三
〇

二

二

二

産
地
育
成

講
義

一
五

一

一

一

ア
グ
リ

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
論

講
義

一
五

一
五

二

二

二

ビ
ジ
ネ

流
通
販
売
研
修

実
習

六
〇

二

二

二

ス
の
実

先
進
農
業
研
修

実
習

三
〇

一

一

一

際

先
進
農
業
派
遣
研
修

実
習

三
三
〇

一
一

一
一

一
一

卒
業
研

卒
業
論
文

演
習

二
七
〇

九

九

九

究合
計

九
十
六

九
十
六

九
十
六

単
位

単
位

単
位

二
　
専
攻
科

分
野

科
目

区
分

時
間
数
　
　
　
単
位
数

第
一
学
年
　
第
二
学
年

教
養

数
学

演
習

三
〇

一

社
会
学

講
義

一
五

一

生
産
技
術

果
樹
栽
培
概
論

講
義

四
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

果
樹
栽
培
各
論
Ⅰ

講
義

四
五

三

果
樹
栽
培
各
論
Ⅱ

講
義

四
五

三

果
樹
栽
培
各
論
Ⅲ

講
義

四
五

三

醸
造
用
ブ
ド
ウ
栽
培
論

演
習

三
〇

三
〇

二

新
品
種
特
性

講
義

一
五

一

地
域
先
進
技
術

事
例
研
究

三
〇

六
〇

三

植
物
栄
養
生
理

講
義

三
〇

二

植
物
増
殖

演
習

三
〇

三
〇

二

植
物
生
長
調
節

演
習

三
〇

一

病
害
虫
防
除

演
習

三
〇

三
〇

二

土
壌
肥
料

演
習

三
〇

三
〇

二

環
境
保
全
型
農
業

講
義

一
五

一
五

二

農
業
施
策

講
義

一
五

一

農
業
法
規

講
義

一
五

一
五

二

先
端
技
術
実
習

実
習

三
九
〇

三
三
〇

二
四

経
営
管
理

農
産
物
流
通
販
売

講
義

三
〇

二

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

演
習

六
〇

二

販
売
促
進

演
習

六
〇

二

農
業
経
営
分
析

演
習

三
〇

一

法
人
経
営
論

講
義

三
〇

二

ア
グ
リ
ビ

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅰ

講
義

四
五

三

ジ
ネ
ス
の

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
論
Ⅱ

演
習

六
〇

二

実
際

農
業
生
産
法
人
派
遣
研
修

実
習

二
七
〇

九

異
業
種
派
遣
研
修

演
習

一
八
〇

六

卒
業
研
修

起
業
理
念

演
習

三
〇

一

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

演
習

一
八
〇

六

合
計

九
十
四
単

位

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
学
則
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
規
程

の
施
行
の
日
以
後
に
入
学
す
る
者
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
か
ら
引
き
続
い
て
在
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

'

県
営
住
宅
等
の
管
理
の
代
行
に
つ
い
て

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
四
十
七
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
山
梨
県
に
代
わ
っ
て
県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い

う
。）
の
管
理
を
次
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

山
梨
県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長
　
　
中
　
　
澤
　
　
正
　
　
徳

一
　
管
理
を
行
う
者

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
四



山
梨
県
住
宅
供
給
公
社

二
　
管
理
を
行
う
県
営
住
宅
等

山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
（
平
成
九
年
山
梨
県
条
例
第
十
五
号
）
別
表
に
掲
げ
る
県
営

住
宅
等

三
　
管
理
の
内
容

１
　
法
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
県
営
住
宅
等
の
管
理
（
家
賃
の
決
定
並
び
に
家
賃
、
敷
金
そ
の
他
の

金
銭
の
請
求
、
徴
収
及
び
減
免
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。）

２
　
県
営
住
宅
等
の
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
そ
の
他
１
に
付
随
す
る
業
務

四
　
管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

正
　
　
　
誤

ペ
ー
ジ

段

行

誤

正

○
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
公
告
中
（
平
成
二
十
三
年
度
前
期
技
能
検
定
の
実
施
）

一
二
一

下

五

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
法
回
転
電
機
組
立
て
法
、
配
電

盤
・
制
御
盤
組
立
て
法

同

同

六

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
回
転
電
機
組
立
て
作
業
、
配

業

電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
百
二
十
号
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
七
日

二
〇
六


